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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は，脂質含浸膜及び脂質高分子膜を用いた味覚センサを理科教育，農薬検知，苦味定量化

という幅広い分野において利活用できるよう，味覚センサの大幅な改善に成功したものであり，今

後の応用展開可能性も高く，電子情報工学上価値ある業績である．よって，本論文は博士（工学）

の学位論文に値するものと認める． 

 

 

 


